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北大水産業報

25(1)， 36-46. 1974. 

春期北西太平洋のー経度線上におけQサケ・マスの南北分布*

島 清 吉**

Latitudina1 Distribution of Sa1mon at Longitude 1670-30' E in the Early 

Spring in the Northwestern North Pacific， 1971・1973*

Sei恒chiMIsIDMA料

Abstract 

A rese畠rchprogr百.mfor high.seas日almon必stribuもioninもheno凶hw闘志ern
North Pacific has be佃 plannedbyぬ.eFar Se制 FisheriesL品bolatory(Fisheries 
Agency) since 1970. The re駒叫charea即時間 fromla封切.de390-510N along 
longi凶de1450E-1750W. Exploraもoryfishing and oceanographic investigatio国
were repe由民dもhree色凶.esd町 ingぬ.efishing seω0回， もhati鳥 mid & laもeApril， 
June 加 dlaωJuly七oearly Augu的.
The Oyashio Maru， one ofもheresearch v朗自由lsofもheGovernmenも色ookover 

仙.esame definite line along longi佃de1670-30'E from 1971 to 1973. We have 
been caηying七hesefishing opぽationsand oceanographic observations in the 
B晶mepぽiodin 帥 rlyspring (mid & la品eApril) every year. Forty five tans of 9 
mesh sizes (1971) or 30同nsof 10 mesh邸側 (1972叩 d1973) gillnets were田 ed.
The mesh sizes of the gillnβ七日 wereas follows; 48， 55， 63， 72， 82， 93， 106， 121， 138 
叩 d157 m/m. The即日hsize of 157叫mwas not used in 1971. 
The author ofもhepr側聞も papぽ repor飽 onもhe1晶もi旬必naldistribuもionof 

日品lmonspeci沼田 related wiもh七hephysiological environmen七and also もhebiologi-
C唖1featurωofぬefi自h.
Every ye晶rconvergenωof旬岨peraも，ureand saliniもy(subarctic bo岨 dary)
werち foundupωI的itude410-430N. The金ontof the subarctic bound晶rydivides 
the di柑 ibutionof fish species. In the no叫hernpart of七hefrontωckeye， chum 
組 dpink salmon are di日位ibuted. But inもhesouもhernpa凶 ofthe企阻も， saury 
fish(ωUJla抑制ra)，cuももlefish (Sthe州側hi・8)and blue sh晶rk(Lam伽 dist仰向)
are found. The so叫hernlimi色ofsalmon distribuもions伺 msto have a correla-
tion with aもempera品urelowerぬ姐 1000and a salinity less出品n34.00ゐ.
La討tud泊品l品，bund晶nceof salmon di呂志ributionw制 foundfor e品。hfish species， 

pink and coho salmon m品inlydistribu七ed也ぬ.evicinity ofぬ.esub紅白色icbound・
乱ryfrom latiもude420Nω430N whereωmper抗ureis raぬerhigh. Ohum salmon 
was more晶.bundantfrom latitude 430Nもo470N， but inもhenorthern par七ofthe 
se晶 i七bec乱mespar田ι The dis位ibutionof socke戸 salmonwas r抗herexお国ive
from southωno同h，bu色moreabundar凶 fromlatitude 430N もo480N. 
In もheno吋hernp品同 of the sea where the surf:品切 or sub-官狙rfaω water 

もemperatureshowed less than 200， no salmon species were dis七ribu旬d. Sockeye 

・北海道大学水産学部北洋水産研究施設業績第69号
(00冊.tri加tionNo.倒 fro明 theR師側rch1 nstitute of N 01幼 PωificFi8heries， Faculty of 
Fisheriω， Ho帥aidoU叫iver8ity)
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(Rωearch 11絡協uteof N orth Pac伊cFi8heriω，F仰d勿 ofFishe1・4ω，H okkaido U似ver8i勿)
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経度線上のサケ・マスの南北分布

自almon，2 ocean乱gegroup唱 (2-2，3--2) were m品inlydisもribuもedin the southern 
pa凶 ofthe sea and 3 000乱nage groups (1-3， 2-3) were dominating in the northern 
p乱凶 of the sea. The former groups showed low maturiも'ycompared with the 
la悦ergroups. Y oung sockeye乱ndchum， small size pink salmon distributed 
close to the subarctic boundary where temperature is rather high. These pheno-
mena suggest th抗 thela七itudinaldi四位ibutionof salmon from south to north is 
closely related to environmental晶daptationacω，rdingもothe growもhraぬ of
fishes. 

三島:

広く漁場海面IL分布するサケ・マス魚群を，短時日のうちに一斉K調査する乙とができれば，或る

時間断面における魚群の分布様式をとらえる ζとが可能であり，また ζわを定期的に反復する ζとに

よって，魚群のj回瀞・移動・成長・成熟等K関する基礎資料が得られ，洞瀞生態を解析する有効な手

がかりを求める ζとができる。

沖合公海におけるサケ・マスの分布P:::.関する報告はかなり多いが，その多くは長時日を要して得ら

れた資料Iともとづくものであった。遠洋水産研究所(水産庁)では， 1970年以降390-51 oN， 1450E 

-1750W K固まれる北西大平洋におけるサケ・マス魚群の時期的な分布状態を調査する計画をたて

(Fig. 1).政府委託サケ・マス調査船を動員して Grid調査を行なって来た。その時期は， 漁期開始

前(4月中旬-5月上句)，盛漁期 (6月)および終漁期 (7月下旬-8月上旬) であり， 三期K分

けた定期的調査を完施し，その結果の一部については加藤らりが報告している。

調査船親潮丸は， 1971年より 1973

年まで，その一部を担当し， たまたま

1670-30'Eの経度線上の定点調査を

毎年4月中旬~下旬の時期fC， 3年連

続して実施する機会fC恵まれた。本文

はとの経度線に沿って行なった流網漁

獲試験と海洋観測の結果めりにもとづ

き，サケ・マスの南北分布の特徴と生

息環境との対応ならびに魚群の生物学

的特性との関連について検討を加え，

2.3の知見を得たので報告する。

本文のとりまとめに当り，御助言を

いた t~いた本学部教授辻田時美博士K

対し謝意を表する。また海上における

資料蒐集に当り御協力を得た本学部教

官島崎健二氏および，潟、携作業の労を

多とした親潮丸乗組員諸氏に対し，深

甚の謝意を表するものである。
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Fig. 1. Location of the salmon gil1net fishing ex・
per国 .en旬 carriedbyもheRjV from mid・1拘
April in the northwest品，rnNorth Pacific， 
1971-1973 Clo咽edcircles 自howもhesも品，tions
carried by RjV the Oy品自hioM:乱，ru.

資料および方法

親潮丸の分担した 167
0
-30'Eの経度線上では， 各緯度毎fC定点を設け， 各年とも Fig.1 f乙示す

様に 12地点において，流網による漁獲試験および海洋観測を実施した。時期は 4月中旬より下旬IC

亘る関連続して行なった。流網による漁獲試験は，網目の選択性を除去したのの調査用流網を用いた

ので，漁獲魚は現場に分布する魚群の組成をよく表わしているものと考える ζとができる。流網の目

合は次の様な種類で構成されている。即ち， 48， 55， 63， 72， 82， 93， 106， 121， 138および157m/mの

もの各3反を連結したものである。但し， 1971年には，乙のうち 157m/m目合は使用されず， また
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反数は各々5反づっ計45反であった。各地点で漁獲された魚については， 目合，魚種別K生物測定

を行なった。ペニサケ・シロサケの年令(級)については，遠洋水産研究所において査定した結果を

用いた。緯度毎の定点は，各緯度 30'の地点を予定したが，必づしも所定点では実施出来なかった。

以下の図および表には各緯度を定点として記載した。

結果

魚群の南北分布:

ζの経度線上で漁獲の対象となったのは，ペニサケ・シロサケおよびカラフトマスの 3魚種が多く，

年によりギンザケが若干漁獲された (Table1).各定点における C.P.U.Eを算出し，その魚種によ

る組成比を示せば Fig.2の通りである。 410N以南の水域では各年とも全くサケ・マスの分布は見ら

れず， 420N以北480N以南の水域における魚群分布は各年を通じて多い。 ζれを魚種別にのべれば，

ペニサケの分布は 430Nより 480Nの水域に多く， 480N以北水域では豊度が低い。しかし他の魚

種の豊度が更に低いため，北部水域での分布の主体をなしている。 1972年および1973年には， 49
0N 

以北では分布が見られなかった。

Table 1. Latitudi脚1ωtch叫恒例ber018aZ'冊。叫 8peci回日zo叫gZo叫gitude1670-30' E 仇
刑 id-ZateApril， 1971-1973. 
Set net used consisting in 9 mesh siz田 (45tans of net) in 1971 and 10 
m倒h由ω(30句nsof net) in 1972 and 1973. 

SpeciωS叫ザelChumlp叫CohoM 叫Chumlp叫CohoISockeyelChuml P叫
39。 。。。。。。。。。。。
40。 。。。。。。。。。。。
41。 1 1 1 。。。。。。 2 3 
包
42。 7 T 66 6 。T 。。 2 1 40 
43。 49 11 15 。 1 24 3 1 13 4 9 
44。 13 20 。。 8 11 5 
45。 24 9 1 。11 8 1 。 5 5 6 
46。 25 62 2 。13 15 。。 5 8 6 
47。 6 5 1 。17 7 。。11 1 。
48。 17 11 1 。 2 1 。。 1 2 。
49。 19 1 1 。 5 1 。。 T 1 。
50。 22 4 。。。。。。。。。

。。。。。。。。。。。。

シロサケは， 430Nより 470Nの水域fC分布の中心があり， 420N以南および480N以北における豊

度は低い。カラフトマスの不漁年fC当る 1972年には，南部水域における分布の主体をなした。

カラフトマスは，前記2魚種と同様， 410N以南lとは分布しないが， 42
0
Nより 47

0
Nの水域K主に分

布し，特に 420_440Nの聞の水域で豊度が高く，分布の中心は南偏している。奇数年偶数年(西暦)

による豊凶周期が明らかであり，年次による漁獲量K反映している。

ギンザケは， 1971年および1972年に若干南部水域で混獲されたが，本種はその出現期が漁期後半

であるとと，主分布域が当海域より更に東方の水域である6)η ととから考えて，西方への張出しの一

部が漁獲されたものであろうと推定される。

ζれらの魚種は，夫々分布する水域K重複はあるが，魚種による南北分布をみれば，最も南よりの

水域にはギンザケ・カラフトマスが分布し，その北側Kシロサケ・ベニサケの分布の中心があり， 48。

N以上ではシロサケの豊度低下に伴ない，ベニサケが分布の主体をなしており，魚種による分布領域
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三島: 経度線上のザケ・マスの南北分布
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Fig. 2. Latitudinal changes of the C.P.U.E. 品.ndcomposi七ionof貧困Ihspωiω， 1971-
1973. 

T油 le2. S伽ilarity初dicω01distribution 01 sal問。叫 spω仰 dur伽gthe same SfJω叫
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0.276 
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が認められる。同一時期，海域K出現する ζれらの魚群は，各年とも類似性のある分布のパターンを

示しているが，各魚種毎Iと年次間の分布の類似度指数を Morishitaめの式を用いて算出し (Table2) 

検討した。ペニサケでは， 1971年と 1972年の聞では類似度は低いが， 1971年と 1973年， 1972年と

1973年の聞では類似度が高い。 ζれは本種の分布が，地方群による資源水準の違い， 或は生活周期

の違いなどによるものであろう。シロサケについてみれば，年次聞の類似度はペニサケの傾向fL:似て
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いるが.1971年と 1973年.1972年と 1973年との類似度はかなり高い値を示している。本種につい

ても，ペニサケの場合と同様地方群による成熟，未成熟魚の混棲割合・資源水準の高低などによって，

年次による変化がある乙とを示唆している。しかし，カラフトマスでは.1971年と 1973年の豊漁年

についていってみれば，非常に高い分布類似性が認められ 2年周期の生活環を有する本種の特性が

明らかに示されている。

魚群の分布と海洋条件:

沖合公海におけるサケ・マスの分布は，海洋環境とかとzり密接な関係があると考えられているり10)
11)が.Fig. 3. K 1971年の経度線の水温，塩分の鉛直断面を.Fig.4.およびFig.5.K夫々 1972

年.1973年の水温の鉛直断面を示し，魚群の分布と海洋条件との関連について検討した。

1971年の表層における水温および塩分の収欽域は 410_420Nの間に顕著に形成され. lQ
o
Cより

60Cまでの温度傾斜は急である。 ζの年のサケ・マスの漁獲は.410-30'N以北にのみ見られ，以南

ではサンマ (Cololahissaira). ヨシキリザメ (Lammadistropis). イカ (Sthenoteuthisbartrami) 

などが分布し，収量t域を境として生息する魚種が急変している。 1972年の表層水温は 430N付近に収
飲域が形成され.75m層では 410N付近で温度の急変が見られる。 440N以北の水温変化はゆるやか

であるが.490N以北には 20C以下の水塊が 150m層付近にまで拡がっている。サケ・マス魚群の分

布は 420-30'N以北K限られ.1971年より北偏し.subarctic boundaryの形成されている地理的位

置に対応している。また北部水域の表層水温が 20C以下となる 510-30'Nでは魚群の分布は見られ

なかった。 1973年には subarcticboundaryは.420N付近に形成きれ.90Cから 4
0

Cまでの温度傾

斜が急である。との収飲域の北側では温度傾斜はゆるやかであるが.4r-480Nの表層より 100m層

付近まで，および490N以北の 120m層付近まで，夫々 20C以下の低温な水塊がみとめられる。 乙

の年の subarcticboundary は 1971年とほぼ近い地理的位置に形成され， サケ・マスは 410-30'N 

以北K分布をみたが.1972年同様510-30'Nの20C以下の表層水温の地点では全く分布していない。

以上の結果から，サケ・マスの分布の南限は subarcticboundaryと密接な関係があり， また北部水

域では 20C以下の水帯の存否が低温側の分布を規制しているものと考えられ， その水温範囲は1Q0C

以下 20C以上が生息分布する可能性のある水帯であろうと推定された。 Dodimeadet. aL. 12)は，春

期における subarcticboundary付近では，水温と塩分の分布がかなり一致していることを指摘して

いるが，とれらの海洋条件が当海域のサケ・マス分布南限を規制する要因になっていると考えられる。

39・40・41・42・ 43・44・45・46・47・48・49・50・51.N. . 
z-・. . 守‘.. . . E ， "~ ，。

20 
30 

l50 

.. 
! 75 . 
E 100 
!: 
... 
Q: . 
白 150

200 

Fig. 3. Vertical profi.le ofぬmperatureand salinity along longitude 1670-30'E in 1971. 
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三島: 経度線上のサケ・マスの南北分布
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Fig. 4. Vertical pro創eof temperature along longitude 1670-30'E in 1972. 
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魚群の分布とその生物学的特性:

体長組成:

Fig. 6に1971-1973年の緯度別に漁獲されたペニサケの体長組成を示した。図の示す様11:，南か

ら北への地理的位置の変化に伴なう体長組成には傾向的な変化が認められる。即ち南部水域に分布す

る魚群の体長は北部水域の魚群より小さい。そして卓越体長群の分布は， 47"N付近を境tとしている

乙とが各年の共通的な特徴として現われている。また南部水域には 40cm以下の小型体長群が分布

しているのに対し.470N以北には全く分布していない。

シロサケの緯度の変化による体長組成には，ペニサケの様な特徴は見られないが 45cm以下の小

型体長群が430N以南の比較的高水温帯に分布し，北部水域には分布しないζとが指摘される (Fig.7)。
カラフトマスは.1971年および 1973年の漁獲の多い年の体長組成について検討した (Fig.8)。図

IC示す様K緯度の南北による体長組成の変化11:は，ペニサケの場合と類似の傾向が認められ，南部水
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域の魚群は小さく，北部水域ほど大型になる。ペニサケ・シロサケの小型体長群が南部水域にのみ分

布する ζとを先にのべたが，魚種の違いはあっても発育段階の低いものほど南部水域に分布する傾向

があるものと判断された。

年令(級)組成

1971年および1972年の縁度毎に漁獲されたベニサケの年級組成を Table3およびTable4 IL示

した。 1971年には 2-2年級， 1-3年級が卓越し， 2-3年級および3-2年級が之に次いでいる。 1972年

には 2-2年級， 2-3年級が卓越し， 3-2年級， 1-3年級が之に次いで出現している。 ζれらの年級群

の南北分布の状態をみると， 470N付近の緯度を境として年級構成に特徴が認められる。即ち海洋生
活年による分布域に傾向的な特性があり， 470N以南水域には海洋生活2年魚が， 以北水域には海洋

生活3年魚が卓越分布し，同一年令であってもその生活履歴によって分布領域を異にしていると認め

られ，高木町の調査結果と一致する。前記の体長組成の南北変化は， ζの年級群の組成を裏づける
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ものと云える。

シロサケの年令は. Table 5 K示すようK. 1+年~

4+年から成り，とのうち 3+年魚が分布の主体をなし，

4+年魚が之に次いでいる。緯度による年令群の分布を

みれば.3+年魚は各地点で多いが. 1+および2+年魚

などの若年令群は.1971年および1972年とも 470N以

南水域で出現頻度が高く，ぞれ以北では出現していない。

佐野13)は北方地区では若令魚が少なく，南方K向うに

従って若令魚の出現が多くなるとのべているが，当海域

においても ζの傾向があり，体長組成tとみられた小型鮮

の分布と一致する。

性成熟および雌雄比

各緯度のペニサケについて，雌の平均成熟度指数

{Z'G.W. X102/Z' (B.W.ーG.W.))をTable6 K示し

た。 1972年には緯度の南北による成熟度指数変化は明

らかではないが.1971年および1973年では 47"N以
北における成熟度指数は，以南水域のそれよりも高い値

を示している。分布の南限11:近い 420N付近のものは，

特に低い熟度を示しており，若令未成熟魚の分布を示唆

している。シロサケおよびカラフトマスには， ζの様な

傾向的な熟度群の分布は認められない。

単一年令で構成されているカラフトマスの雌雄比につ

いて，緯度の変化K伴なう組成比をみた (Table7)。

1971年の例によれば，分布密度の高い水域では雌雄比は

iます相半ばし，分布密度の稀薄tとなる北部水域ほど雄の

出現率が高くとZっており高木町もとれを指摘している。同一時期の雌雄の体長を対比すれば，雄の体

長が雌より大きし、 ζとから，体長結成の南北変化は雌雄比の南北変化. l!pち北部水域ほど雄の出現の
高いという乙とに置換えて見るととができる。ペニサケ・シロサケの雌雄比には， カラフトマスの様

な特徴は見られないが， ζれは群構成がカラフトマスの様K単一でないζとによるものと考えられる。

三島:
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」
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Fig. 8. Frequency distribuもionof 
fork length of pink salmon 
from 80Uもhもonorth in 1971 
and 1973. 

FORK LENGTH (CM】

Table 3. Latitud伽 leha吋伺 01αgee側 poBit伽 01800keye 8al脚偽仇 1971.

Age group 

1-3 I N
 

S
R
u
w
 a
 
L
 To旬l

42。 1 3 3 T 
430 1 30 T 2 5 4 49 
44。
45。 8 1 3 1 11 24 
46。 1 19 3 1 1 25 
4-7。 4 1 1 6 
48。 4 6 3 2 2 17 
49。 1 1 12 4 1 19 
50。 1 1 9 10 1 22 

- 43ー

xx -
q
d
 。。



北大水産業報 25(1). 1974. 

T'ab!e 4. Latitudi棚 lc加ngωofageωm少ωiti，帥 of8ωkeye 8al仰悌仇 1972.

A.ge group 
Lat. (N)I 

43。
44。
45。
46。
47。
48。
49' 

2 
1 

41。
42。
43。
44。
45。
46。
47。
48。
49。
50' 

42。
43。
44。
45。
46。
47。
48・
49。

1 
5 3 2 1 
6 1 
3 4 1 1 3 1 
1 2 1 s 7 1 1 

1 
2 2 

Tぬ!e5. Latit叫dinalch仰 geaof ageωmp08itめ旬。ifchum 
aal冊側仇 1971a協d1972. 

1 3+ 1 4+ 

1 
1 4 2 

2 8 1 
. 
8 1 

1 50 6 4 
4 1 
9 1 1 
1 
4 

1972 

1 4 1 
7 14 2 
1 17 2 
1 4 5 1 
1 10 2 2 

3 4 
1 
1 

T油!e6. Lαtitudi叩lcha吋ωof伽 turityi叫d的 8of female 
80ckeye aalm側.1971-1973. 

1 

1 

Tota! 

1 
T 
11 
9 
9 
61 
5 
11 
1 
4 

6 
23 
20 
11 
15 
7 
1 
1 

Lat. (N) 1971 1972 1973 

42。 0.83 0.65 
43。 1.83 1.03 1.08 
440 0.53 1.32 
45' 1. 77 1.63 1.04 
46。 1.27 1.23 0.95 
47。 1.74 1.53 2.06 
480 2.07 1.35 
490 2.67 1.44 2.38 
500 1.83 
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三島: 経度線上のサケ・マスの南北分布

Table 7. 1ρtit.旬必制zo.加時四 018ex ratio 01 pink師 1悦側
in 1971. 

L抗.(N) Female Male Total 

390 

40。
iU。 。 1 1 
420 36 30 66 
43。 4 11 15 
44。

450 。 1 1 
46。 。 4 4 
47。 。 2 2 
48。 1 1 2 
49。 。 1 1 
50。

考 察

4月中下旬という時間断面で，一経度線上のサケ・マスの分布を捉えてみると， subarctic boundary 

以北の水域には，若干の分布水域の重複はあるが，南から北へ，ギンザケ・カラフトマス・シロサケ

・ペニサケの順に夫々分布領域が定まり， ζの分布様式は年次によって大きな変化がない。魚種によ

る南北分布は，水温および塩分が，南1<:高く北p:低いという傾向的変化に対応している様に見られる。

しかし同一魚種でもぺニサケのように海洋生活年の少ない年級が南部水域fC，熟度の高い海洋生活3

年魚が北部水域1<:卓越分布し，シロサケ・ペニサケの若令未成魚が南部水域にのみ分布し， カラフト

マスの小型体長群が主体群より更に南よりに分布するなど，発育段階によって分布領域を選択するの

ではないかとの示唆を得た。かつまた海洋越冬一年で成熟し，回帰湖上する生活環をもっギンサケ・

カラフトマスが，最も南よりの海域1<:多い ζとは，海洋生活期の成長率が高いと云うととと関連して，

摂餌環境による生息域の選択とも考えられる。本研究では，生物環境および魚群の摂餌状態に関する

資料は得られなかったが，魚群の成長・成熟の過程において，餌料生物分布14) との強い関連がある

と推定される ζとから，物理的要因のみとtらず生物環境との対応機構をも併せて吟味する必要があろ

う。

時期の推移1<:伴なって魚群の空間分布のパターンは随時変化していくであろうが，一定期聞をおい

て反復する Grid調査の結果から，広域空間の魚群分布・移動・成長・成熟など，サケ・マスi回瀞の

機構を把握するための有効な情報が得られる乙とが期待される。魚種夫々に再生産条件，発生起源，

資源水準などに違いがあり，かつまた海況の長期或は短期の変動，餌料生物分布の変動などによって，

同一時期でも異なった空間分布を呈するととが予想、きれるが，その魚種の生活環を最小限度とする継

続的調査の実施によって，魚群の海洋分布の機構が次第に明らかにきれていくものと信ずる。或る環

境区をモデルとし，資源水準の評価，漁海況予想の可能性を高める研究の展開が望ましい。

要約

1. 1971-1973年 4月中下旬の初春期，北西太平洋の 1670-30'Eの経度線fC沿ったサケ・マス魚

群の南北分布について検討考察した。

2. サケ・マス分布の南限は subarcticboundary によって規制され， その年の subarcticboundary 

の形成される位置によって南北に偏侍する。 410_420N付近が分布の南限とみられ， 100C以上

の温暖な水帯には，サケ・マスの分布はみられない。
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3. 490N以北の水域では，全般的IL魚群分布は稀薄であるが，表層および中層に 20C以下の冷水帯

の拡がる年には，サケ・マスの分布は見られない。

4. subarctic boundary付近の比較的高水温帯には，ぺニサケ・シロサケの若令魚・未成魚および発

育段階の低いカラフトマスが分布し，年lとよりギンザケが出現する。 ζの水域Il:隣接する北側に

カラフトマスの分布の中心がある。更にその北側ではペニサケ・シロサケの時空的に共棲する水

域があり， 470N以北の比較的低温な水域では， シロサケの減少に伴t.J.い， ベニサケ主体の分布

領域となっている。

5. ベニサケは 470Nを境として，以南には海洋生活2年魚 (2-2，3-2年級)が，以北には海洋生活

3年魚 (1-3，2-3年級)が卓越分布し，淡水生活履歴IL関係なく，海洋生活年によって分布領域

を異にしている。しかし乙の分布特性の支配要因については明らかでない。

6. ベニサケ・カラフトマスでは，南部水域の魚群の体長は小さく，北に移るにつれて大型になる傾

向がある。ペニサケでは年級群が，カラフトマスでは雌雄比がζれに関連していると判断された。

シロサケについては明らかでない。

7. 魚種による南北分布の特徴は，魚群の発育段階に応じた環境適応と見られる面があり， 今後生物

学的な研究と共に，物理化学的・生物的環境要因の研究とを同調きせ，資源評価，漁海況予測な

どの重要な基礎資料を蓄積して行く必要がある。
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